
2017年度	
 	
 	
 	
 	
 東海学連総会議事録	
 	
 （3月 27日） 

東海学連広報	
 	
 寺島毬菜 
出席者：横田、澤田、林、横江、西嶋、寺島（椙山渉外代理）、斉藤、山口 
  幹事 5名	
 渉外３名  
議長	
 横田智也 
1. 次年度幹事変更 
事務局：奥村南美	
 椙山１から薮崎里奈	
 椙山１に変更 
→各大学全員承認 
2. 東海インカレ	
 
	
 日程：2017年７月 9日（日）	
 	
 
テレイン：岡崎中央総合公園	
 →各大学全員承認	
  
3. スプリントセレクション	
 
	
 主運営者：嶋岡雅浩様（OLCルーパー）→各大学全員承認 
4. 東海学連ロングセレクション採用大会の決定候補	
 
日程：６月４日	
 テレイン：裾野 
日程：７月９日	
 テレイン：岡崎中央総合公園 
各大学の意見 
・ OLK大会 
静岡大学	
 

	
 メリット：運営経験豊富な大会で行いたい、涼しい時期に行いたい 
名古屋大学	
 

	
 デメリット：OLK 大会だと、それ以前は新歓で練習する機会がない、名椙
からは東海インカレの方が参加しやすい 
・ 東海インカレ 
静岡大学	
 

	
 デメリット：費用を安く抑えたい、よく大会に使用するテレインで行いたい 
名古屋大学	
 

	
 メリット：近くて行きやすい、学生チャンピョンを決定するにいい。 
デメリット：コースが簡単になってしまう。 
よって、東海学連ロングセレクション採用は東海インカレに決定。 
→各大学幹事全員承認	
 ５名 
5. 次年度ペア O開催地・運営担当校決定	
 	
 
開催地：静岡県、佐鳴湖公園	
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運営担当：静岡大学	
 

日程：未定、予定としているのは５月 
6. 会計報告	
 

→各大学全員承認	
 

インカレミドル選手権登録費は来年から支出の部になる。 
7.次年度予算案	
 	
 

	
 →各大学全員承認 
8.活動報告	
 	
 

幹事：12月と 1月の会議に参加 
会計：会計報告と予算案 
事務局：練習会などの申請の受理 
9.日程報告 
	
 ペア Oは５月２０日に決定	
 夏合宿は未定 
10.各種報告事項の確認	
 

全日本大会	
 OG.OB渉外などへの確認、報告 
 

 


